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令和６年（2024 年） 11 月 

つくば市こども部こども未来センター 



■ 意見集計結果  

 

 令和６年（2024 年）９月１日から 10 月１日までの間、第２期つくば市こども未来プラン

（案）について、意見募集を行った結果、３人から 10 件の意見の提出がありました。これ

らの意見について、適宜要約した上、項目ごとに整理し、それに対する市の考え方をま

とめましたので、公表します。 

 

 提出方法別の人数は、以下のとおりです。 

提出方法 人数（団体を含む。） 

  直接持参             ０人 

  郵便             ０人 

  電子メール             １人 

  ファクシミリ             ０人 

  電子申請             ２人 

     合 計             ３人 

 

 

 

■ 意見の概要及び意見に対する市の考え方 

 

○  ビジョン について 

№ 意見概要 意見数 市の考え方 

１ 

 

ビジョン「支援の輪で子供を

未来へつなぐまち」について 

 

最後が「まち」だと、まち造

りのビジョンになってしま

うと思います。 

子供の支援のためのビジョ

ンにしたいのであれば「子供

たちを未来へつなぐ支援の

輪」の方が適切と考えます。 

 

１件 

 

貴重なご意見ありがとうござい

ます。 

本プランは「子どもが安心して

過ごせる地域」を作るためのプ

ランでもあります。 

子どもの貧困は家庭の自己責任

ではなく社会全体で受け止めて

取り組むべき課題であるとの認

識の下、地域、学校、関係機関

等と協働で支援に取り組んでま

いります。 

 

 

 

 



〇その他の意見について   

№ 意見概要 意見数 市の考え方 

１ 

 

障害児支援の強化について 

 

障害基礎年金のみでは生活

が困難であり、特に 20 歳前

に障害を発症した場合、所得

制限があるため収入を増や

すと年金が減額されてしま

います。これにより、働く意

欲を失い、貧困から抜け出せ

ない状況が生まれています。 

 

提案: 市として、障害児やそ

の家族が安心して生活でき

るよう、所得制限の緩和や年

金減額の問題について国に

働きかけていただきたい。ま

た、市独自の補助制度や支援

策の検討をお願いしたいで

す。 

 

１件 

 

貴重なご意見ありがとうござい

ます。 

困難を抱えている子どもは、経

済的困窮だけでなく、虐待やい

じめ、疾病や障害、外国にルー

ツがある世帯等、複合的な要因

が子どもの困難につながってい

ること、また、家庭内の問題だ

けでなく社会の問題であると受

け止めています。 

ご提案いただいた内容は、本プ

ランの実施事項には含まれてお

りませんが、障害の有無にかか

わらず、安心して共に暮らすこ

とができるよう、関係部署や関

係機関と連携し、必要な支援を

届け、将来の貧困を生まないよ

う施策に取り組んでまいりま

す。 

 

２ 

 

精神障害への理解と支援の

拡充 

 

精神障害の障害者手帳取得

が難しく、等級が低く評価さ

れがちで、適切な支援が受け

にくい現状があります。ま

た、定期的な診断書の取得に

は費用がかかり、経済的負担

が大きいです。 

 

提案: 精神障害への理解を深

め、診断書取得費用の補助や

手続きの簡素化を進めてほ

しい。精神障害者が社会参加

しやすい環境づくりを推進

１件 

 

貴重なご意見ありがとうござい

ます。 

困難を抱えている子どもは、経

済的困窮だけでなく、虐待やい

じめ、疾病や障害、外国にルー

ツがある世帯等、複合的な要因

が子どもの困難につながってい

ること、また、家庭内の問題だ

けでなく社会の問題であると受

け止めています。 

ご提案いただいた内容は、本プ

ランの実施事項には含まれてお

りませんが、障害の有無にかか

わらず、安心して共に暮らすこ

とができるよう、関係部署や関

係機関と連携し、必要な支援を



していただきたいです。 届け、将来の貧困を生まないよ

う施策に取り組んでまいりま

す。 

 

３ 経済的支援の強化 

 

障害児の療育や医療費、教育

費などの負担が大きく、家計

を圧迫しています。特に、障

害基礎年金だけでは生活が

厳しく、貯蓄を切り崩す状況

です。 

 

提案: 障害児を持つ家庭への

医療費助成や教育費補助な

ど、経済的支援を拡充してい

ただきたいです。 

１件 貴重なご意見ありがとうござい

ます。 

困難を抱えている子どもは、経

済的困窮だけでなく、虐待やい

じめ、疾病や障害、外国にルー

ツがある世帯等、複合的な要因

が子どもの困難につながってい

ること、また、家庭内の問題だ

けでなく社会の問題であると受

け止めています。 

ご提案いただいた内容は、本プ

ランの実施事項には含まれてお

りませんが、障害の有無にかか

わらず、安心して共に暮らすこ

とができるよう、関係部署や関

係機関と連携し、必要な支援を

届け、将来の貧困を生まないよ

う施策に取り組んでまいりま

す。 

 

４ 外国にルーツを持つ障害児

とその家族への支援 

 

外国籍の障害児やその家族

は、言語や文化の壁から適切

な支援を受けにくい状況が

あります。 

 

提案: 多言語対応の相談窓口

の設置や、外国人障害児への

支援制度の周知・拡充を進め

てほしいです。 

１件 

 

貴重なご意見ありがとうござい

ます。 

困難を抱えている子どもは、経

済的困窮だけでなく、虐待やい

じめ、疾病や障害、外国にルー

ツがある世帯等、複合的な要因

が子どもの困難につながってい

ること、また、家庭内の問題だ

けでなく社会の問題であると受

け止めています。 

ご提案いただいた内容は、本プ

ランの実施事項には含まれてお

りませんが、障害の有無にかか

わらず、安心して共に暮らすこ



とができるよう、関係部署や関

係機関と連携し、必要な支援を

届け、将来の貧困を生まないよ

う施策に取り組んでまいりま

す。 

 

５ 障害者年金制度の改善への

働きかけ 

 

発症時期や初診日によって

受給額に差が生じるなど、年

金制度に不公平が存在しま

す。特に、20 歳前に発症した

場合、障害基礎年金のみで厚

生年金が受け取れず、生活が

困窮します。 

 

提案: 市から国に対し、障害

者年金制度の見直しを要望

していただきたい。具体的に

は、基礎年金にも 3 級の設置

や、所得制限の廃止などを求

めてほしいです。 

 

1 件 貴重なご意見ありがとうござい

ます。 

困難を抱えている子どもは、経

済的困窮だけでなく、虐待やい

じめ、疾病や障害、外国にルー

ツがある世帯等、複合的な要因

が子どもの困難につながってい

ること、また、家庭内の問題だ

けでなく社会の問題であると受

け止めています。 

ご提案いただいた内容は、本プ

ランの実施事項には含まれてお

りませんが、障害の有無にかか

わらず、安心して共に暮らすこ

とができるよう、関係部署や関

係機関と連携し、必要な支援を

届け、将来の貧困を生まないよ

う施策に取り組んでまいりま

す。 

 

６ 診断書取得の負担軽減 

 

定期的な診断書の提出が必

要であり、その費用負担が大

きいです。特に、障害者手帳

や年金の更新の際の診断書

費用は数万円に及ぶことも

あります。 

 

提案: 診断書取得費用の一部

または全額を補助する制度

の導入を検討していただき

 

1 件 

貴重なご意見ありがとうござい

ます。 

困難を抱えている子どもは、経

済的困窮だけでなく、虐待やい

じめ、疾病や障害、外国にルー

ツがある世帯等、複合的な要因

が子どもの困難につながってい

ること、また、家庭内の問題だ

けでなく社会の問題であると受

け止めています。 

ご提案いただいた内容は、本プ

ランの実施事項には含まれてお



たいです。 りませんが、障害の有無にかか

わらず、安心して共に暮らすこ

とができるよう、関係部署や関

係機関と連携し、必要な支援を

届け、将来の貧困を生まないよ

う施策に取り組んでまいりま

す。 

 

７ テーマ：居場所支援 

 

提案：公園の整備 

 

現状：夏の期間中、日中高温

になり、また夕方もなかなか

気温が下がらないので、夏休

みに子どもたちが室内に閉

じこもりがちになる。外で遊

ぶことが難しい。また、今後

毎年更新される異常気象や

温暖化の現状から、現在の気

候がデフォルトになる。その

ため、夏の期間中、子どもた

ちが外で遊ぶことや運動不

足にならないための対策が

必要。気候変動の問題から、

温暖化は現状ありきの問題

として、後手後手にならない

よう、子どものインフラ整備

が必要となっている。 

 

提案内容：夏休み期間中の

み、簡易的なミストの設置。

公園に日陰ができるような

屋根の増設。 

 

期待できる効果：子どもたち

が少しの時間だけでも外で

遊ぶことができる。運動不足

１件 貴重なご意見ありがとうござい

ます。 

つくば市では、子どもが生まれ

育った環境に左右されることな

く、夢や希望を持ち健やかに育

つことができるよう関係部署や

関係機関と連携し、施策に取り

組んでいます。 

ご提案いただいた内容は、本プ

ランの実施事項には含まれてお

りませんが、困難な状況にある

子どもが安心して暮らし続けて

いくために、子どもたちの居場

所支援に取り組むとともに、将

来の貧困を予防する施策を推進

していきます。 



の解消。子育てのしやすさ。

生活のしやすさ。 

 

８ テーマ：妊娠・出産期からの

保護者、子どもへの生活支援

の推進、子育て支援ボランテ

ィア、担い手の育成について 

 

提案：児童館の活用・整備  

 

現状：現在は、学童の居場所

になっている。遊びに行く場

所として、選択肢に挙げられ

るほど、整備ができていな

い。例に挙げると東児童館、

並木児童館は、乳幼児、未就

園児 向けのおもちゃなど

は、管理が行き届いていな

い。 

 

提案内容：古いおもちゃのリ

ニューアル。本についてもで

きればなおよい。 

いらなくなったおもちゃ、寄

付できるおもちゃを集め、各

児童館で使用する。周囲で 

も、使わなくなった小さなこ

ろのおもちゃなどが、どうし

たらいいか、という声を聞 

く。役にたつ、と分かれば、

快く寄付してくれる家庭は

多いことが期待される。おも 

ちゃ寄付のイベントなどは、

自身も協力できることがあ

るので、声をかけて頂けれ

ば、ご協力したい。 

また、児童館の職員は、乳幼

児、親子が気軽に遊びに行け

１件 貴重なご意見ありがとうござい

ます。 

つくば市では、子どもが生まれ

育った環境に左右されることな

く、夢や希望を持ち健やかに育

つことができるよう関係部署や

関係機関と連携し、施策に取り

組んでいます。 

ご提案いただいた内容は、本プ

ランの実施事項には含まれてお

りませんが、困難な状況にある

子どもが安心して暮らし続けて

いくために、子どもたちの居場

所支援に取り組むとともに、将

来の貧困を予防する施策を推進

していきます。 



る場所として、受け入れ態勢 

を整えることが必要になる。

ハードな面でなく、予算をあ

まり使わずにできることは

あります。例としては、土浦

のポプラ児童館は、乳児～中

学生まで様々な年齢の子ど

もが遊びに来て居場所とし

て、関わる場として、使われ

ている。 

児童館については、愛知県の

蒲郡市、幸田市がとても力を

入れていて、子どもたちの居 

場所づくりの一環として、ま

た乳幼児の親子の交流の場

として、役立っている。 

現在乳幼児の親子が、遊べる

場所として活用しているの

が、自宅、親せき宅、友人（つ

くばは、転入出が多いためも

あるので他の地域に比べて、

子育ての孤立化が起こりや

すいとも考えられる、現状を

把握するためのアンケート

実施を希望する）、支援拠点、

公園、有料施設（イオンなど

の中にある遊び場）などがあ

げられる。 

 

期待できる効果：乳幼児の親

子のコミュニケーションの

場、子育ての孤立化の防止。 

夏場、冬場の子どもの遊び

場。 

地域にすでにある児童館を

学童のみでなく、一般的に開

放して、活用してもらうこと

で、より子育てしやすい地域



となることが期待できる。 

貧困家庭と、貧困になりそう

な家庭、また貧困でない家庭

の包括的な支援を行うこと

によって、家庭間の関わりの

機会を作り、困難者の早期発

見が期待できるとともに、困

難になる前に事前に解決す

る糸口を作ることが期待で

きる。 

就学後の学習支援のみでな

く、就学前の子ども・親子の

インフラ整備こそが、困難に

なる前の予防線となり、また

子育て環境や子どもの生活

環境の底上げになると考え

られる。 

 

９ テーマ：データ収集 

提案：健診時のデータ収集、

実態調査の実施  

現状：データ収集に関して

は、国のデータベースみまも

りを参考にしているが、つく

ば市は特色のある地域なの

で、実際の現状をより正確に

分析し、より具体的に適切な

方法で解決していくために

も親子へのアンケートや実

態調査をよりしていただき

たい。  

 

提案内容：３歳児健診など、

未就園児の健診時は、必ず参

加するものなので、実態調査

の機会としても有効である

と考える。 

ちなみに健診は、長い待ち時

１件 貴重なご意見ありがとうござい

ます。 

つくば市では、子どもが生まれ

育った環境に左右されることな

く、夢や希望を持ち健やかに育

つことができるよう関係部署や

関係機関と連携し、各基本施策

に取り組んでいます。 

幼児期の健診として 1 歳６か月

健診、３歳健診で問診票や保護

者の聞き取りから、子どもと子

育ての状況等を確認し、必要な

支援につなげています。また、

乳児期の１か月児健診、乳児健

診（前期・後期）においても問

診票により支援が必要な子ども

や世帯を確認した際は、電話や

訪問等の対応をしている状況で

す。 

現在、保健センターで実施して



間や、午後という時間設定が

その年齢には厳しいものが

あり、あやしたり、待つため

に、保護者は大変苦労してい

る。 

市内にたくさんある、支援団

体の協力を得て、読み聞かせ

や手遊びなどを行い、楽しく 

過ごせるように設定するこ

とで、市全体の子育てに対す

るイメージや印象がポジテ

ィブになるので、ぜひ活用し

て頂きたい。その際は、子育

て支援団体のプラットフォ

ームである、かるがも・ねっ

となどが、支援団体をつなぐ

活動を行っているので相談

して頂きたい。 

 

期待できる効果：データ収集

が、地域・現状に正確なもの

であれば、対応や解決方法も

より、現状に合ったものをつ

くることができる。 

また、健診の雰囲気が楽しい

雰囲気であれば、子育てに対

するポジティブなイメージ

や、市が支援してくれる、子

育てしやすいイメージを持

つことができる一つの機会

とすることができる。 

 

いる幼児健診は、待ち時間の解

消に努めるため、予約制の対応

をしております。また、保健セ

ンターのスペースは、限りがあ

るため、健診時に読み聞かせや

手遊び等の他のイベントを実施

するのは困難な状況です。 

今後も、健診時のデータから、

支援が必要な子どもに対して、

早期対応できる体制整備に努め

ると共に、困難な状況にある子

どもが安心して暮らし続けてい

くための支援に取り組んでまい

ります。 

 

■ 修正の内容 

・特になし 

 


